
文

字

・

表

記

〈

史

的

研

究

〉

一 、
は

め

じ

昭
和
五
十
五
年
・

五
十
六
年
(
ま
れ
に
五
十
七
年
二
月
ま
で
を
含
む)

聞
に

お
け
る
「
文
字・
表
記(
史
的
研
究
ご
関
係
論
文
と
し
て 、
私
が
選
択
し
た
の

は
計
六
二
筋
で
あっ
た 。
ζ
れ
は 、
音
韻
や
語
裳
の
分
野
に
傾
い
た
論
文 、
ま

た
純
粋
に
資
料
的
な
も
の
の
索
引
的
な
も
の
を
省
い
た
数
で
あ
る 。
乙
の
六
二

篇
の
執
筆
者
名・
論
文
名・
誌
名
等
を
最
初
に
掲
げ
る
べ
き
で
あ
る
が 、
紙
幅

が
許
さ
な
い 。
一
覧
表
を
作
る
と 、
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
で
約
七
枚
分
あ
る
と

だ
け
記
し
て
お
く 。
た
だ
し 、

掲
載
誌
(
書)
名
の
み
順
不
同
の
ま
ま
挙
げ
る

と
次
の
通
り
で
あ
る 。

馬
淵
和
夫
博
士
退
官
記
念
・

国
語
学
論
集
(
大
修
館)
、

佐
藤
茂
教
授
退
官

記
念・
論
集
国
語
学
(
桜
級
社) 、
土
井
先
生
頒
寿
記
念
論
文
刊
行
会・
国
語

史へ
の
道
上
(
三
省
堂) 、
鎌
倉
時
代
語
研
究
(
武
蔵
野
容
院) 、
近
代
語
研

究
(
武
蔵
野
書
院) 、
古
事
記
年
報
(
古
事
記
学
会) 、
訓
点
語
と
訓
点
資
料

(
訓
点
語
学
会) 、
国
語
学
(
国
語
学
会) 、
神
道
宗
教 、
国
語
と
国
文
学 、
国

語
国
文 、
文
学 、
国
文
学
(
学
燈
社) 、
解
釈
と
鑑
賞
(
至
文
堂) 、
各
大
学

(
研
究
室)
刊
行
学
術
雑
誌
等 。
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二 、
諸
論
文
の
内
訳

六
二
篇の
関
係
論
文
を
展
望
す
る
と
し
て 、
そ
れ
を
記
事
と
し
て
叙
述
す
る

乙
と
を
避
け 、
な
に
が
し
か
の
蓋
準
を
設
け
て 、
分
類
す
る
こ
と
に
よっ
て
説

明
的
に
記
す
こ
と
に
す
る 。

付
時
代
別
分
類
||

上
代
(一
七
釘) 、
中
古
(一
二
知) 、
中
世
ご
二

お) 、
近
世
(
六
篇) 、
近
代
(
六
倍)

「
上
代」
は
奈
良
時
代
末
宝
亀
十
二
年
(
七
八
こ
ま
で 、
「
中
古」
は
後
鳥

羽
天
皇
文
治
六
年
(一
一
九
O)
ま
で 、
「
中
世」
は
慶
長
五
年
ご
六
O
O)

関
が
原
の
戦
い
ま
で 、
「
近
世」
は
慶
応
四
年
(一
八
六
八)
ま
で 。
「
近
代」

は
明
治
時
代 。
私
は 、
「
上
代」
が
多
か
ろ
う
と
予
想
し
て
い
た
が 、
「
中
古」

の
ほ
う
が
多
い
と
と
を
知っ
た 。

同
文
献
別
分
類
||

古
事
記
(一
o
m 、
小
林
芳
規
1
2
3
4
5・
戸
谷
高

明
6
・

夏
井
邦
男
7
・

藤
原
照
等
8
・

小
島
慾
之
9
・

犬
飼
隆
叩) 、
万
葉
集

(
三
錦 、
古
屋
彩
日・
木
下
正
俊
ロ・
丸
山
隆
臼)
上
代
文
献一
般
(
三
時制 、
岩

淵
匡
u
・

中
村
昭
防・
佐
々
木
隆
凶) 、
木
簡
(一
鏡 、
尾
崎
知
光
げ)
〈
以

上
「
上
代」
一
三
氏
V 。
日
本
霊
異
記
(
二
筒 、
鈴
木
恵
m
mm) 、
経
国
集・

新
撰
万
葉
集
(
二刷 、
小
品
窓
之
却) 、
続
紀
宣
命
(
二
筒 、
小
谷
博
泰
幻
・



記(史的研究)

北
川
和
秀
お) 、
竹
取
物
語
(一
知 、
曽
田
文
雄
お) 、
古
今
集
(一
籍 、
藤
田

菖
畔
と
田
中
実
弥
子
但) 、
延
菩
式
祝
詞
(二
錦 、
小
谷
博
泰
お
・

金
子
持
光

お) 、
和
名
抄
(一
籍 、
工
藤
力
男
幻) 、
尾
張
国
解
文
(一
筋 、
三
保
忠
夫

沼) 、
御
堂
関
白
記
(二時制 、
帥昨
岸
明
却・
佐
古鵬
稔
鈎) 、
小
右
記
ご
錦 、
小

山
登
久
担) 、
明
衡
往
来
(一
篇 、
三
保
忠
夫
泥) 、
承
暦
本
金
光
最
勝
王
経
音

義
二
筒 、
近
藤
泰
弘
田) 、
殿
暦
(一
錦 、
小
山
登
久
担) 、
古
本
説
話
集

(一
筋 、
山
内
洋一
郎
お) 、
文
書
(一
鰐 、
村
田
正
英
お) 、
和
泉
往
来
(二

錦 、
山
田
忠
雄
日出
遠
藤
嘉
基
お)
〈
以
上
「
中
古」
ニ
O
氏 。
共
同
研
究
は一

氏
と
し
て
数
え
た
V 。
定
家
本
土
左
日
記
(二
筒 、
望
月
正
道
鈎
・
安
宅
克
己

ω) 、
京
大
本
古
今
秘
注
抄
(一
筋 、
坂
本
清
恵
引) 、
紫
式
部
日
記
傍
注
本

(一
節 、
藤
村
幸
三
位) 、
字
鋭
集
(一
錦 、
飾
岸
明
日目) 、
徒
然
草
(一
節 、

小
松
英
雄
HH) 、
節
用
集
(一
篤 、
安
田
章
必) 、
玄
玖
本
太
平
記
(一
錦 、
深

野
浩
史
組問) 、
大
蔵
流
狂
言
本
ご
錦 、
菅
原
範
夫
灯) 、
古
活
字
版
伊
白
保
物

語
(一
篇 、
菅
原
範
夫
必) 、
そ
の
他
(二
稿 、
林
史
奥
州叩
・
外
山
映
次
回)

八
以
上
「
中
世」一
二
氏
〉 。
雑
俳
書
(一
筒 、
山
田
俊
雄
日) 、
反
故
集
(一

節 、
古
屋
彰
臼) 、
富
士
谷
成
章
庚
寅
辛
卯
壬
辰
詠
濠(一
錦 、
竹
岡
正
夫
日) 、

浮
世
風
呂
(一
筋 、
土
屋
信一
日) 、
大
田
南
畝
向
間
関
話
二
信 、
矢
野
準

日) 、
海
上
砲
術
金
書
(一
筒 、
松
井
利
彦
回)
〈
以
上
「
近
世」
六
氏
〉 。
鴎

外
(
三
筒 、
山
田
俊
雄
貯
・
小
島
怒
之
回
目
・
西
野
玲
子
と
山
田
晃
印) 、
そ

の
他
(ニ
筒 、
佐
藤
喜
代
治
則U
・

飛
国
内此
文
臼)
八
以
上
「
近
代」
五
氏
V 。

右
の
「
文
献
別
分
類」
で
の
特
徴
は 、
「
文
献
別」
に
分
類
が
で
き
る
ほ
ど 、

「
文
字
・
表
記」
の
分
野
で
は 、
文
献
単
位
の
研
究
が
も
の
を
言
う
の
だ
と
い

う
と
と
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る 。
す
な
わ
ち 、
文
献
を
隅
か
ら
隅
ま
で

調
査
し

尽
さ
な
け
れ
ば 、
そ
の
文
字 、
そ
の
表
記
の
妙
味
な
い
し
真
意
が
分
ら

な
い
の
で
あ
る 。
さ
て
乙
乙
で
も 、
「
中
古」
の
研
究
人
口
が
多
い
乙
と
を一
不

字・表文

し
て
い
る 。

白
内
容
的
分
類
ll

各
論
文
は
さ
ほ
と
単
純
な
叙
述
を
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い 。
し
か
し 、
か
な
り
割
切っ
て 、
お
お
よ
そ
の
主
題
に
よっ
て 、
分
類
を

施
し
た
い
と
思
う 。
そ
の
結
果 、
ど
う
い
う
方
法
が
ど
の
時
代
に
分
布
す
る
か

が
明
ら
か
に
な
る
は
ず
で
あ
る 。
番
号
は 、
前
口
項
に
お
い
て
人
名
に
付
し
た

も
の
で 、
論
文
で
あ
る
乙
と
を
表
す 。
分
類
に
妥
当
す
る
も
の
を 、
時
代
と
番

号
で
記
入
す
る 。

A
総
論
的
::・

川
古
人
の
文
字
窓
識
(
中
世
必) 、
制
現
代
の
文
字
論
的
観

察
(
中
古
幻
初 、
近
代
貯)

B
文
字:::
①
文
字
の
義
の
面
か
ら 、
的
訓
詰
(
上
代
1
2
3
4
9
灯 、
中

古
m
m
m 、
近
代
田
目
的
日
臼) 、
同
訓
み
添
え
(
上
代
4) 、
付
漢
字
と
訓
と

の
対
応
(
中
古
お
お) 。

②
文
字
の
形
の
面
か
ら
(
中
世
必) 。

C
運
用:::
①
文
字
選
択 、
川刊
書
分
け
・
訓
み
分
け
(
上
代
6
7
8 、
中
古

は
れ

付

幻 、
近
世
日) 、
同
場
面
〔
晴
と
褒〕
差(
上
代
日) 、
付
時
代
差(
上
代
U
日) 、

判
個
人
差
(
上
代
日 、
中
世
ω
ω) 、
制
ジ
ャ
ン
ル
〔
会
話
文
と
地
の
文〕
差

(
中
古
珂) 、
付
文
体
〔
和
文
仮
名
文
学
系
と
漢
文
訓
読
系〕
差(
中
古
鈍) 。

②
表
記
法 、
刊
文
字
の
位
置
(
中
古
幻) 、
同
文
字
の
大
小
(
中
古
詑) 、

付
発
音
の
ゆ
れ
に
応
じ

て
(
中
古
幻) 、
判
通
用
・
誤
用
・
宛
字
(
中
古
川出 、

中
世
田) 、
側、必
ず
訓
読
さ
せ
る
た
め
に
見
せ
か
け
の
漢
語
を
使
う(
中
古
川品) 、

付
平
が
な
の
用
字
(
中
世
幻) 、
川
片
か
な
の
用
字
(
近
世
田) 。

③
仮
名
遣
(
中
古
川内 、
中
世
制
泊四 、
近
世
田) 。

④
字
音
仮
名
遣
(
中
世
必) 。

⑤
辞
書
の
扱
い
方
(
中
世
必) 0

⑤
文
字
生
活
(
近
世
田) 。
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⑦
翻
訳
と
漢
字
誇
(
近
代
田) 。

D
3
写:::
異
同
を
通
じ
て
祖
形
湖
原
の
乙
と
(
上
代
m
u 、
中
古
m
n 、

1

ιι

。L

dせ
J

ド

レ

41lp

a
n
T

44‘
、

以
上 、
論
文
の
主
題
に
よっ
て
分
類
し
て
み
た
と
乙
ろ 、
次
の
よ
う
な
と
と

が
言
え
よ
う
か
と
思
う 。

B
の
①
の
川
の
「
訓
詰」
は 、
要
す
る
に
「
漢
字」
(
上
代
で
は
「
仮
名」

に
対
す
る
「
正
訓
字」
を
さ
し 、
中
古
以
降
で
は
「
片
か
な・
平
が
な」
に
対

す
る
「
漢
字」
を
さ
す)
を 、
ど
う
訓
め
ば
よ
い
か
と
い
う
研
究
で
あ
る 。
乙

れ
は
ほ
ぼ
各
時
代
を
通
じ
て
問
題
に
さ
れ
て
い
る
乙
と
が
分
る 。

C
の
「
運
用」
は 、
文
字
や
符
号
を
ど
う
使
い 、
ど
う
書
き
記
し
て
い
る

か 、
と
い
う
乙
と
の
研
究
と
し
て一
括
し 、
分
類
し
た
も
の
で
あ
る 。
そ
の
う

ち 、
①
の
文
字
選
択
で
は 、
上
代
に
論
文
が
集
中
し 、

②
の
表
記
法
で
は
中
古

に
論
文
が
集
中
し 、

①
以
下
は
中
古
以
降
の
問
題
に
なっ
て
い
る
と
言
え
よ

う 。
ζ
れ
は 、
文
字
史
的
に
ま
た
表
記
史
的
に
そ
う
展
開
し
て
き
た
の
だ
か

ら 、
研
究
も
そ
の
線
に
沿っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る 。

D
の
「
書
写」
の
項
目
は 、
勿
論 、
関
係
論
文
が
上
代
か
ら
中
世
ま
で
六
鰐

も
出
た
か
ら
設
け
た
と
言
え
ば
そ
れ
ま
で
で
あ
る
が 、
文
字・
表
記
論
的
に
は

極
め
て
重
要
な
分
野
だ
と
考
え
る
か
ら
立
て
た
の
で
あ
る 。
そ
の
前
に
断っ
て

お
く
が 、
例
え
ば
ロ
の
場
合
は
『
万
葉
集』
と
て
「
上
代」
の
時
代
に
入
れ
て

お
い
た 。
と
乙
ろ
が
書
写
年
代
か
ら
言
え
ば
「
中
十と
以
降
で
あ
る 。
し
か

し 、
そ
の
論
文
が
写
本
の
異
同
を
通
じ
て 、
原
本
成
立
当
時
の
祖
形
を
考
え
よ

う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら 、
「
上
代」
に
入
れ
る
の
が
ふ
さ
わ
し
い
と
し

て
そ
う
し
た
の
で
あ
る 。
さ
て 、
右
に
「
重
要」
と
言っ
た
の
は 、
原
本
が
ほ

と
ん
ど
湿
滅
し
た
今
日 、
写
本
に
よ
る
原
本
想
定
の
方
法
し
か
な
い
の
で
あ
る

か
ら 、
もっ
と
もっ
と
ζ
の
分
野
の
学
問
的
研
究
法
が
確
立
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る 。
明
治
以
後
の
文
献
学
が
そ
れ
を
し
て
き
た
の

だ 、
何
を
今
さ
ら
とき一口
う
か
も
知
れ
な
い
が 、
瓦
の
「一両
次
本
文
批
判」
の
方

法
が
確
立
し
て
い
る
と
も
恩
え
な
い
の
で
あ
る 。
早
い
話
が 、
音
韻
的
に
も
文

法
的
に
も
ど
ち
ら
で
も
文
意
通
ず
る
と
い
う
場
合
の
処
置
が
最
も
厄
介
な
の
で

あ
る 。
誰
か
が
「
芯
改」
し
て
い
る
の
で
あ
る 。
否 、
そ
の
中
聞
が
欠
落
し
て

い
る
た
め
に 、
我
々
に
は
「
窓
改」
と
し
か
映
ら
な
い
の
か
も
知
れ
な
い 。
一

方
定
家
の
よ
う
に 、
は
っ
き
り
意
識
し
て
自
ら
の
方
法
で
書
写
す
る
と
い
う
こ

と
が
行
わ
れ
る
と 、
ま
さ
に
そ
れ
は
定
家
の
文
字
表
記
な
の
で
あ
る
か
ら 、
ζ

れ
に
つ
い
て
は
研
究
者
の
自
覚
は
あ
る 。
要
は
そ
れ
以
外
の
「
書
写」
に
お
い

て
ま
だ
ま
だ
深
く

研
究
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
が
残
さ
れ
て
い
る
乙
と
を 、
乙

の
D
の
諸
論
文
は
示
し
て
い
る
の
で
あ
る 。

以
上 、
A
t

D
に
お
い
て 、
数
字
化
し
た
諸
論
文
の
う
ち 、
数
字
の
右
に
O

印
を
付
し
た
の
が
あ
る 。
乙
れ
は 、
今
後
の
研
究
上
の
指
標
と
な
る
べ
き
価
値

を
もつ
も
の 、
従
来
の
研
究
を
克
服
し
は
る
か
に
擢
ん
で
た
説
を
な
し
た
も

の 、
ま
た
従
来
研
究
が
手
薄
で
あっ
た
分
野
に
対
し 、
開
拓
ま
た
は
深
化
の
成

果
を
挙
げ
た
も
の
と 、
私
が
考
え
た
・も
の
で
あ
る 。
そ
れ
ら
は一
五
篇
で
あ

る 。
次
に
そ
れ
ら
の
論
文
名・
誌
名
を
記
し 、
そ
の
二 、
一ニ
を
細
説
す
る 。
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三 、
細
説
の
ニ 、
三

A
M刊
中
世
必
峰
岸
明
「『
字
鋭
集』
白
河
本
の
和
訓
に
加
え
ら
れ
た
『
正』

注
記
の
字
義
に
つ
い
て」
(『
訓
点
語
と
訓
点
資
料』
倒 、
昭
日-
m) 、
同
中

古
市出
山
田
忠
雄
「
認
識
論
的
文
字
論

||和泉往来のばあひ
11」

(
土
井
先
生・

『
国
語
史へ
の
道
上』
三
省
堂 、
昭
日・
6)・

お
遠
藤
嘉
基
『
和
泉
往
来・
高

野
山
西
南
院
蔵』
(
京
都
大
学
国
語
国
文
学
資
料
叢
苦
二
十
八 、
臨
川
書
脂 、

昭
日・
ロ)
・

近
代
田
山
田
俊
雄
「
文
字
論
に
課
せ
ら
れ
た
問
題」
(『
国
語
学』



記(史的研究)

印 、
昭
日
・
3) 。

B
①
川
上
代3
小
林
芳
規
「
漢
文
の
古
訓
点
か
ら
観
た
古
事
記
の
訓
読(
下)

|
本
文の
訓
み
方
|」

(『
文
学』
印
1
1 、
昭
町
・
1)
・
9

小
島
憲
之
「『
古

事
記』
周
辺」
(『
文
学』
川崎
|
5 、
昭
日
・
6)
・

げ
尾
崎
和
光
「
飛
鳥
京
跡

出
土
木
簡
の
『
殴
十
口』
の
解
読
に
つ
い
て」
(『
訓
点
語
と
訓
点
資
料』
目、

昭
日
・
日)
・
中
古
却
峰山岸
明
「
記
録
語
文
に
お
け
る
漢
字
表
記
語
の
解
読
方

法
に
つ
い
て

||
『
自
筆
御
堂
関
白
記』
を
例
とし
て
||」

(
馬
淵
和
夫
博
士
・

『
国
語

学
論
集』
大
修
館、
昭
日
・

7)
・
担
三

保
忠
夫
「
古
文
書
・

古
往
来
に
お
け

る
『
誇』
に
つ
い
て」
(『
鎌
倉
時
代
語
研
究』
4 、
武
蔵
野
書
院 、
昭
日
・

5)
・

近
代
田
小
島
憲
之
「
出
遊
す
る
鴎
外

11日
乗
輔副
を
中
心
とし
て
||」

(『
国
語

国
文』
m
l

m 、
昭
回
-

m)
・
引
佐
藤
喜
代
治
「
漢
字
字
訓
の
研
究
・
序
説」

(
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
『
紀
要』
筒 、
昭
日
・
3) 。

C
①
附
近
世
日
山
田
俊
雄
「
雑
俳
舎
の
表
記
を
資
料
と
し
て
考
え
ら
れ
る
と

と
の一
例」
(『
国
語
学』
問 、
昭
日
・
ロ) 。

②
例
中
古
辺
北
川
和
秀
「
続
紀
宣
命
の
大
字
小
字
に
つ
い
て」
(『
国
語

学
』

問
、

昭
日
・

3) 、
判
中
古
幻
工
藤
力
男
「
古
代
文
献
に
お
け
る
固
有
名

詞
の
変
容
」
(
岐
阜
大
学
教
育
学
部
『
研
究
報
告
』

却、
昭
日
・
2) 。

⑤

中
世
川町
安
田
章
「
辞
書
の
復
権」
(『
国
語
国
文』
印
1

6 、

6) 。

昭
日
・

字・表

⑦
近
代
田
松
井
利
男
「『
簡
単』
『
明
確』
の
周
辺」
(『
国
語
国
文』
印
|

5 、
昭
日
・
5) 。

D
上
代
ロ
木
下
正
俊
「
万
葉
集
写
本
の
意
改
」
(『
文
学』
必
|
2 、
昭
日
・

2)
・
中
古
お前回
国
文
雄
「『
十
六
そ
を
か
み
に
く
と
を
あ
け
て』
孜」
(『
訓
点

語
と
訓
点
資
料』
臼、
昭
回
-

m)
・

中
世
HH
小
松
英
雄
「
捲
と
い
う
貝

|1

漢

字
表
記
を
音
声
化
すべ
きで
ない
場
合
|」

(
馬
淵・
『
国
語
学
論
集』) 。

文

右一
五
篇
の
中 、
私
の
関
心
に
よ
っ

て 、
さ
ら
に
二 、
三
を
選
ぶ 。
B
①
川

上
代3
小
林
芳
規
氏
の
研
究 。
氏
に
は
近
年
『
古
事
記』
の
文
字・
訓
読
に
つ

い
て
の
矢
継
早
や
の
発
表
が
あ
っ

た
。

長
年
月
の
岩
波
思
想
大
系
1

『
古
事

記』
(
昭
町
・
2)

成
立
過
程
で
の
業
績
で
あ
る 。
「
心
前」
(
記
上)
を 、
『
記

伝』
以
降
ム
ナ
サ
キ
と
訓
ん
で
怪
し
ま
な
かっ
た
の
を 、
氏
が
コ
コ
ロ
サ
キ
と

改
訓
し
た
の
は
記
憶
に
新
し
い 。
『
記』
が
「
心」
と
「
胸」
と
を
書
分
け
て

み
ぞ
お

ち

い
る
と
と
が
第一 、
そ
れ
に
鳩
尾
を
意
味
す
る
コ
コ
ロ
サ
キ
の
語
が 、
石
山
寺

本
金
剛
波
若
経
集
験
記
平
安
初
期
点
「
胸
前」
や
東
寺
観
智
院
不
空
穎
索
神
呪

経
平
安
中
期
点
「
心
胸」
の
訓
に
見
え
る
と
と
が
第
二
で
あ
る
。

ま
た
『
古
事

記』
の
訓
読
が
漢
文
訓
読
の
方
法
に
よっ
て
検
証
す
る
と
い
う
特
色
も
あ
る 。

読
者
は
そ
の
証
言
に
よ
っ

て
安
堵
す
る
と
と
と
思
う
。

た
だ 、
根
本
的
な
問
題

は 、
安
菖
侶
が
乙
う
訓
ん
で
ほ
し
い
と
考
え
て
の
乙
と
と
し
て
の
文
字
表
記
を

我々
が
追
体
験
す
る
過
程
で
の
「
訓
読」
だ
と
い
う
乙
と
で
あ
る 。
す
る
と 、

を
き
む

し
ら
す

「
治」
と
「
知
」

と
は
書
分
け
て
い
る
と
すべ
き
だ
し、
「
石」
を
イ
ハ
と
訓
む

と
い
う
訓
注
の
「
下
此
れ
に
効へ」
が
ど
乙
ま
で
有
効
な
の
か 、
と
い
う
ζ
と

は
も
う一
度
洗
い
直
すべ
き 、
な
ど
と
い
っ

た
興
味
あ
る
問
題
を
『
記』
は
ま

だ
ま
だ
残
し
て
く
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る 。

中
古
川却
の
峰
岸
明
氏
の
研
究 。
氏
は
古
記
録
の
文
章
(
漢
字
表
記
語)
の
解

読
の
方
法
を 、
特
に
漢
字
に
よっ
て
覆
わ
れ
て
い
る
そ
れ
ら
の
漢
字
表
記
語
の

精
確
な
語
形
の
再
現
に
お
い
て
見
出
そ
う
と
し 、
理
論
と
実
際
に
つ
い
て
述べ

た
意
欲
的
な
論
考
で
あ
る 。
ま
ず 、
当
該
漢
字
表
記
が
ど
の
よ
う
な
過
程
で
ど

の
よ
う
に
表
記
さ
れ
る
に
至っ
た
か
を
知
る
必
要
を
説
き 、
漢
字
と
訓
と
の
対

応
を
検
証
し 、
次
に
解
説
の
方
法
と
し
て 、
付
渓
字
表
記
語
の
職
能
の
検
討 、

口
漢
字
表
記
語
の
語
義
の
検
討 、
臼
和
訓
確
定
の
結
果
得
ら
れ
た 、
そ
の
語
の

存
在
を
同
時
代
の
文
献
に
よっ
て
検
証
す
る 、
の
三

条
を
挙
げ、
そ
れ
の
実
践
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を
『
自
筆
本
御
堂
関
白
記
』

に
お
い
て
な
し、

次
に
八
音
読
〉
の

問
題
に
つ

き、
「
漢
字
表
記
語
に
つ
い
て、

そ
の
表
記
に
供
さ
れ
た
漢
字
が
そ
の

字
義
・

用
法
に
相
応
の
定
訓
で
訓
読
で
き
な
い
場
合
に
は、

そ
の
漢
字
表
記
語
は、
{
子

音
語
の
可
能
性
が
あ
る
」

と
の
仮
説
を
導
く。

徹
底
的
に
古
文
書
を
訓
む
と
い

う
以
上
は、

氏
の
如
き
方
法
が
繰
返
し
行
わ
れ
る
必
要
を
認
め
る
べ
き
だ
と
岡山

ぅ。

そ
の
客
観
性
は
や
は
り
当
時
の
辞
書
を
あ
て
が
う
と
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ

る
の
で
あ
ろ
う。

同
氏
の
A
川
中
世
必
の
『
二
十
巻
本
字
鋭
築
』

白
河
本
の

「
正
」

字
の
注
記
に
つ
い
て
の
研
究
や
C
③
中
世
必
安
田
章
氏
の

「
辞
書
の
復

権
」

な
ど
の
論
文
が
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。

そ
し
て
一

方
で
は、

ま
れ
に
か
あ

る
い
は
少
し
は
あ
る
か
見
方
に
よ
っ
て
は
異
な
ろ
う
が、

音
声
化
す
る
前
に
視

覚
的
に
表
明
し
よ
う
と
し
て
表
記
さ
れ
た
漢
字
が
あ
る
と
い
う
乙
と
も
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
(
D
中
世
“
小
松
英
雄
氏)
。

D
上
代
白
木
下
正
俊
氏
の
研
究。
「
天
雲
近
光
而
耽雷
神
之
見
者
恐
不
見
者
悲

走

イ

毛
」
(
巻
七
・
一

三
六
九)

の
「
光」

が、

元
暦
本
に
「
天
雲
近
光
而、

あ
ま

ハ

シ

リ

テ

ハ

シ

リ

テ
(

耕
)

11

1

11
ヒ

カ

リ

テ

く
も
の
ち
か
く
ひ
か
り
で
」

と
あ
り、

西
陽
矢
京
「
光

而、

走
両
本、

六
l

は

て

り

て

本
同」

と
あ
り、

神
田
本
に
「
走、
ハ
シ
リ
テ
」

と
あ
り、
類
茨
古
集
に
「
光」

と
あ
る
の
に
着
目
し
て、
「
走
」

を
単
な
る
誤
字
と
は
言
え
な
い
、

あ
る
い
は

片
仮
名
傍
訓
の
二
条
院
御
本
(
六
条
本)

や
神
田
本
が、
一

部
に
は
あ
っ

た

「
ハ
シ
リ
テ
」

の
訓
に
合
わ
せ
て
本
文
も
「
走
」

に
改
め
た
の
で
は
な
い

か
と

述
べ
、

訓
か
ら
逆
に
も
と
の
文
字
を
惣
定
す
る
方
法
が
残
さ
れ
て
い
る
と
と
を

豊
富
な
例
に
よ
っ
て
説
く。

新
増
補
版
『
校
本
万
葉
集』
(
岩
波
書
活)

の
編
者

わ
ざ

と
し
て
の
メ
モ
と
氏
は
言
う
が、

ま
さ
に
名
人
業
と
言
え
よ
う。

と
は
言
え、

文
字
・

表
記
の
研
究
は
幾
度
か
原
点
に、

あ
る
い
は
振
出
し
に一
戻
る
必
要
の
あ

る

ζ

と

を

示

唆

し

て

い

る

よ

う

に

思

え

た
。

||

皇

学

館

大

学

教

授

11
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